
第

二

篇

考

古

七
戸
町
で
は
、
現
在
ま
で
確
認
さ
れ
た
遺
跡
は
四
五
カ
所
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
発
掘
調
査
さ
れ
た
遺
跡
は
山
館
遺
跡
一

カ
所
で
あ
り
、
七
戸
町
の
歴
史
を
考
古
学
的
に
復
元
す
る
こ
と
は
、
資
料
が
少
な
く
む
ず
か
し
い
。

そ
の
た
め
こ
こ
で
は
表
面
採
集

資
料
や
、
耕
作
中
に
偶
然
発
見
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
、
他
地
域
の
資
料
を
も
参
考
に
し
な
が
ら
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

第

章

旧

石

器

時

代

第一章旧石器時代

土
器
を
製
作
す
る
こ
と
な
く
、
簡
単
な
石
の
道
具
を
使
用
し
て
い
た
時
代
を
旧
石
器
時
代
と
呼
ん
で
お
り
、

そ
の
年
代
は
人
類
が

こ
の
世
に
出
現
し
て
か
ら
紀
元
前
一
万
年
こ
ろ
ま
で
で
あ
る
。

旧
石
器
時
代
の
人
々
の
道
具
は
石
槍
や
ナ
イ
フ
形
石
器

・
骨
角
器
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
ま
だ
弓
矢
は
製
作
し
て
い
な
い
。
石
槍

し
た
が

っ
て
彼
ら
の
食
卓
に
は
、
動
物
の
肉
が
あ
が
る
こ
と
が
多

57 

を
手
に
し
た
ハ
ン
タ
ー
と
し
て
の
毎
日
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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Jk.，叫
川田町 市町一 、a一回一ぷ ．『

東北町長者久保遺跡出土石器

か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

マ
ン
モ
ス
や
ク
マ
な
ど
大
形
で
簿

58 

猛
な
獲
物
を
狩
る
時
は
、
人
々
が
力
を
合
わ
せ
て
落
し
穴

や
湿
地
に
追
い
つ
め
た
こ
と
だ
ろ
う
。

彼
ら
の
住
居
は
、
洞
窟
や
岩
陰
等
で
あ
り
、
自
然
の
地

形
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
衣
類
と

し
て
は
動
物
の
皮
が
加
工
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は
、
火
山
灰
層
に
埋
ま
っ
て
い
る

そ
の
数
も
少
な
い
た
め
に
七
戸
町
内
で
は

も
の
み
だ
い

ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
県
内
で
は
東
通
村
物
見
台

・

め

の

こ

し

お

お

だ

い

や

ま

も

と

な

カ

う

野
辺
地
町
目
ノ
越

・
蟹
田
町
大
平
山
元
E
・
今
別
町
中
宇

t

お

い

の

や

ま

お

お

も

り

か

つ

や

ま

ち

ょ

う

じ

ゃ

田

・
金
木
町
相
野
山

・
弘
前
市
大
森
勝
山

・
東
北
町
長
者

〈
ぽ
久
保
遺
跡
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
と
が
多
く
、

長
者
久
保
遺
跡
は
出
土

石
器
の
組
成
か
ら
判
断
し
て
、
旧
石
器
時
代
の
最
終
末
か

ら
縄
文
時
代
の
初
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。



第一章旧石器時代

編年表

｜時代区分｜関 東 ｜東 北南部 ｜背 森 県 ｜七戸町の遺跡

A.D. 弥 後期中 弥 生 町 桝 形 囲 田舎館式
300 
生 野 沢 福浦島下層 二枚橋式期

時1千 網｜大洞 A 大洞 A 寺下 (2) ク A r.. タ A
代 杉田ク C2 事。 C2 道地 (1) 

B.C. 
安行 IIIc ク C1 塁。 C1

ク (2) 

300 山屋 (2) 期ク目 b ク B-C ＇－..／。 B-C
~皿 a ク B ~ B 放森 (2) 

1.000 

寺南西 斗槻下内り ｛（木~~ 後
安 行 II 

新 地
十腰内 V

ク ~ N 
曲目 谷

宝 ケ 峰
~ 皿 槻銀り南木佐沢木館

縄 加曽利 B ~ n 
堀 之 内 ~ 

長野 久 保掛

期
称 名 寺

南 境
大 曲

道 地 (1) 

1. 800 奥羽種畜牧場

中 加曽利E3 大 木 10 

榎 林（層最：じa花式式式式式〕
~ 2 ~ 

円筒0; 4シ上
4シ ’v 8 b 矢 倉文 阿玉台 ：勝坂

~ 8 a 
ウ 7 b 

期 五領ケ台 ~ 7 a 
2.800 

前
諸 磯 c 大 木 6 円筒下層d式

都作矢見寺

田
~ b ~ 5 

倉~ 4 ~ c式
~ a 

~ 3 町 ~~~ 時 呆 浜 ，ク 2 b 
~ b式 下

dシ 2 a 。 a式 平

m 
関 山 ク

期
q 1 ム tンリ皿 放 森花積下層 宝 浜

4,800 
茅 山

表索山z～回V早 野島
早稲田W堂〉

代 田 p 上層 倒ノ木下層 ムシリ i
q 下層 物 見 Aロa、上 町 野

一 戸 明神謀皿 ＋ 
一 吹 切 沢
期 花 輪

4ロa、
大 寺

寺 ノ 沢
井 草 白 浜

7.500 
草期創 大 谷 寺 沢 昭島 平 。）一 ノ
橋 立 日 向 大平山克 I

10,000 
旧時

大平山克 E石
物 見 ii 、器代

59 



60 



第一章旧石器時代

也、
＼ 

＼ 
司、回同町、、ー ‘ 
ノ／＼ ；：－－一「示弘
〆－ 、祖国・....，＿
f ・301.＇「怯 n""'"':33

~ I n a 中町 111,

＼ 
) ,,. 
( 

I ,,. 
I 
I 
〆

包 j
( 、

山 1

みど下～ i 
_ ........ - 、一ー戸大一一』

、 「c・SS!日一、、ー『，、 ．
i ' 
I ' ， 、、
l宝 . .；〔，、、，
I ’ ’~－ー’

、
・，＿.・＼

＼ ,. 
y司、、

，， ，， 
( 

ノー－．．．， ¥ 

＼ ・’”
a、1
、、

.¥ . ....＿＿ー

、、
・、・ー

｝宮、＼

) '¥ ~ ．，，，、、‘‘，，

，，、、
／． 

，、＊f'lll . ノ
I司、－c.n：.、ー’，i

・215.l

“ 

．．，， 

c
 
m通用‘
，

。噌

•2・6.o

.. 271’ 

・321・

4・35・s

でS

＋ 

．・n

、、、、、F 司、 、、
、ー、、
、、．．．．．．．．．“

... 

.2・＆.I
• ?75 ‘ 

：記入.＿..＿.今ι之さ与v、
、’

、寸、J：』－『、

．、、、＼』－--i..． 
', ・;. ・, .....』 ‘

＼：－｛‘介＼よ『＿＿＿＿.... 
降、＼＼

ふご：J川＇／~ムァノヲ ノ

... ，』れ f I Jヅ..: . ／＇’ 
、－・5 ノ い， ．偽 〆
可 〆：＂.ち f 偽 ／ ／~ゆj . 、』－ ... ;_ .... ,, ＿，，..， ・ 25IO • ( 

F 戸 Y’.－－＜－＇ .. ~ヘ 野佐婚ピベ
‘X、 川、何t.~；：~~童二一三 12.~~罫お戸竺
ピ、ふ.，＂：__ _,. －~よ長三註三’ZI~~~戸ミミ

決心〈ミト仁~；：~けグ：，－~

，
 

司

Jq’』

必
U
『

内

ζ

f戸、、ー／『，、ー、、．‘
_.,,--- . 、‘．、、』『一 ！
今．、一』－’『『．_ .... －－－’、. I 

23＆・、 J』，., －，~，. 
、d

61 



第二篇考 古

七戸町遺跡一覧表

番号｜名 称 ｜所在地 ｜種 別｜時代 ｜出土遺物他

i I七戸域跡｜七戸 ｜城跡 ｜歴 史｜

2 l荒熊内遺跡 ｜千熊内伽 ｜住居跡 ｜ タ ｜ 
3 I十三社平遺跡｜寒水10 I ク ｜歴 史 ｜土師器片
4 I大 池館遺跡 ｜大池 ｜ ク ｜ タ I 
s I倉越遺跡｜倉越59の2I包含地 ｜歴 史｜土師器片
6 I上町野遺跡 ｜上町野 1 ！：~ 1 童文〈宝 l!r~~脇島幸
7 lいたこ塚遺跡｜唐松 ｜墳墓 ｜歴 史 ｜

s I大林遺跡 ｜大林88の4I住居跡｜歴 史 ｜土師器片‘羽口
9 I作田遺跡 ｜作田 ｜ 包含地｜縄文〈前〉 ｜ 鞍丹~iu~筒下
川矢倉遺跡 ｜矢倉 ｜タ｜忠．高 ｜

u I西観ノ木造跡｜西野 I ~ 1露文〈型 ｜貯右差益k土師器
12 j槻ノ木館遺跡｜向ノ木｜館跡｜歴 史 ｜土師器片

131見町遺跡（1)I見町 ｜ ク ｜ ク ｜ 

141 タ (2) lク 5似 sI包含地 ｜縄文〈前〉 ｜蘇ナ器片〈円筒下
15 l荒屋遺跡｜荒屋 ｜ 。｜歴 史｜土師器片
16 I中村館遺跡｜中村 ｜館跡｜ タ ｜ 

11 1槻ノ木沢遺跡 ｜槻ノ木沢2011石遺 ｜縄文〈後〉 ｜語文土器片、配石遺

181野佐掛遺跡 ｜野佐掛1 ｜ タ ｜ ク ｜縄文土器片、石斧
19 I長 久保遺跡 ｜長久保74 I ~ I ~ I 夕 、石棒
20 1寺下遺跡（1)I寺下49 1 ~ ｜童文〈官 ｜片夕 、土師器

川 。 (2) Iク I ク ！？長.J5 I縄文土器
22 J清水頭遺跡 ｜清水頭12 ｜散布地 ｜歴 史 ｜土師器片

231道地遺跡ω｜道地 包含地 ｜縄 文 ｜縄文土器片、磨石、
〈後・晩〉 ｜石銀、石皿、石匙

241 ク（2)Iク 74 ｜ ク ｜縄文〈晩〉｜縄文土器片

62 



第一章旧石器時代

2s I都平遺跡（1）都平 I ~石遺｜縄 文 ｜縄文毒器、配石遺構、
積石墓

I'/ (2）タ 57 ｜包含地｜縄文〈前〉｜縄文土器片

21 I山屋 遺跡ω山屋 dシ 史｜偏平小石

I'/ (2）タ ｜ 包含地 ！ ？弘 － ~ I 縄文土器、 石皿
｜住居跡 ｜童文〈資 ｜

30 I山館遺跡山館18 ｜皇室 ｜歴
31 1館矢沢遺跡山館 ｜包含地 ｜ 。 ｜土師器片

｜墳 墓｜ 歴

33 I奥跡羽種畜牧場遺 鶴児平 ｜散布地 ｜縄文（後〉 ｜縄文土器片、石匙

341南斗内遺跡（1) 銀南木 ｜包含地 ｜ I'/ 

タ (2) I'/ ｜縄文（後〉 ｜ 今

361銀南木造跡。 ペ？ I'/ Jン

I'/ 

じんばだて

38 治部袋舘遺跡 放森？の8 住居跡 今 I'/ 

39 ＼八幡下遺跡｜八幡下 。 I'/ 

401倉岡遺跡｜倉岡 Iii石遺 ｜
41 1膝森遺跡。）｜膝森 ｜住居跡 ｜歴

I'/ 位） ｜ク ウ I'/ 

431放森遺跡（1)I放森 I'/ I'/ 

縄 文
縄文土器片、土師器44 I'/ (2) I'/ 包含地 〈歴前 ・晩史〉 片、鉄製品片

ク (3) Iタ I'/ 史生 ｜｜ 弥生式土核器片、土師
器片、石他
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64 

考

第

二
章

縄

文

時

代

第二篇

弓
矢
を
使
用
し
て
動
物
を
狩
り
、
縄
文
土
器
を
製
作
し
た
時
代
を
縄
文
時
代
と
呼
ん
で
い
る
。

そ
の
年
代
は
放
射
性
炭
素
に
よ
っ

て
測
定
し
た
数
値
に
よ
る
と
、
紀
元
前
一
万
年
位
か
ら
紀
元
前
後
こ
ろ
ま
で
の
お
よ
そ
一
万
年
間
続
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
縄

文
時
代
を
、
使
用
さ
れ
た
道
具
や
そ
の
文
化
内
容
に
よ
っ
て
、
草
創
期

・
早
期

・
前
期

・
中
期

・
後
期

・
晩
期
の
六
期
に
区
分
す
る

の
が
普
通
で
あ
る
。

第

一
節

草

創

期

草
創
期
は
旧
石
器
時
代
に
続
く
時
期
で
あ
り
、
縄
文
時
代
で
も
最
も
古
く
、
土
器
が
初
め
て
作
ら
れ
た
と
き
で
あ
る
。
そ
の
年
代

は
お
よ
そ
紀
元
前
一
万
年
か
ら
四

O
O
O年
位
続
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

青
森
県
内
で
は
こ
の
時
期
の
遺
跡
と
し
て
、

カ
も
た
い

蟹
田
町
大
平
山
元
I
遺
跡
と
南
郷
村
鴨
平

ω遺
跡
の
ニ
カ
所
が
知
ら
れ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。

大
平
山
元
i
遺
跡
は
、
昭
和
五

O
年
か
ら
五
一
年
に
か
け
て
県
立
郷
土
館
の
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
遺
跡
か
ら
は
石
器



四
O
点
と
と
も
に
、
小
破
片
で
は
あ
る
が
土
器
片
三
二
点
が
出
土
し
て
い
る
。

土
器
の
文
様
に
は
、
粘
土
の
貼
り
付
け
に
よ
る
と
恩

わ
れ
る
隆
線
を
も
つ
も
の
が
一
点
あ
る
他
は
す
べ
て
無
文
で
あ
り
、

い
。
底
部
は
平
ら
で
あ
る
。

縄
文
土
器
の
特
徴
で
あ
る
縄
文
文
様
は
ま
だ
付
け
ら
れ
て
い
な

こ
れ
ら
の
土
器
の
形
は
小
破
片
の
た
め
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
平
底
の
鉢
形
を
呈
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
四

O
点
あ
る
石
器
の
内
訳
は
局
部
磨
製
石
斧
一
点
、

！‘＇ '-' 

E唖乱
哩盟I
圃F

縄文時代第二章

．・－.~園，，~.

一回開，圃 司』園

RC~ 室、%、、．．

民訟手~·~ ＼：夕、，＜I
・~J.~；ふ，＜·ふj－ － ．．．．． ‘：~t .. .：~・

'y. r『ー一司・・・・・－W、九司．
Y与も1 ・1
Eもけ 4 
園 内 向E 占 a・a・・・・
L：，翠.·~

打
製
石
斧
二
点
、
尖
頭
器
五
点
、
石
鉄
石
錐
各
一
点
他
で
あ
る
。

一
点
だ

け
で
あ
る
が
石
鍛
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
、
飛
び
道
具
で
あ
る
弓
矢
の
使
用
が

こ
の
時
期
に
始
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

南郷村鴨平（2）遺跡出土爪形文土器

鴨
平

ω遺
跡
は
東
北
縦
貫
自
動
車
道
一
戸
｜
｜
八
戸
線
建
設
工
事
に
先
立
ち
、

昭
和
五
六
年
青
森
県
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
約
八
六

O
O

年
前
と
い
わ
れ
る
地
層
（
南
部
浮
石
〉
よ
り
さ
ら
に
古
い
地
層
か
ら
土
器
片
八
二

点
、
石
器
剥
片
五
点
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
土
器
片
に
は
横
位
に
爪
形
を
し

た
文
様
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
出
土
層
位
と
文
様
か
ら
草
創
期
の
遺
物
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
器
形
は
ロ
縁
が
平
ら
で
、
口
頚
部
は
ほ
ぼ
直
立
し
、
胴
部
の
張

り
が
少
な
い
小
形
の
鉢
形
土
器
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
草
創
期
の
人
々
は
土
器
を
製
作
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
土
器
は

火
に
か
け
て
煮
炊
き
に
利
用
し
た
り
、
食
料
の
貯
蔵
用
と
し
て
も
利
用
で
き
る
も

の
で
あ
る
。
食
物
の
貯
蔵
が
可
能
に
な
り
、
人
々
の
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
て
き
た
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古

と
い
え
よ
う
。
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考

早

期

第二府

第

二
節

う
わ
ま
ち
の

最
も
古
い
の
が
上
町
野
遺
跡
で
あ
り
、
紀
元
前
六

0
0
0年
頃
と
い
わ
れ
る
こ

お

お

だ

い

に

い

だ

て

の
早
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
隣
接
す
る
町
村
で
は
、
天
間
林
村
大
平
遺
跡

・
上
北
町
新
館
遺
跡
が
同
じ
時
期
の
遺
跡
で
あ
る
。

せ
ん
て
い

早
期
の
人
々
が
使
用
し
た
土
器
は
、
底
が
尖
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
一
般
に
尖
底
土
器
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
土
器
の
文

七
戸
町
で
確
認
さ
れ
て
い
る
四
五
遺
跡
の
う
ち
、

様
に
は
貝
殻
を
突
き
刺
し
た
り
、
押
し
つ
け
た
貝
殻
文
や
、
竹
や
棒
等
を
使
っ
て
つ
け
ら
れ
た
文
様
が
多
く
み
ら
れ
る
。
縄
文
土
器

の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
縄
目
の
文
様
は
、
早
期
末
に
な
っ
て
よ
う
や
く
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ち

ょ

う

し

ち

ゃ

ち

し

も

た

し

ろ

な

や

八
戸
市
長
七
谷
地
貝
塚
や
東
通
村
下
回
代
納
屋
B
遺
跡
な
ど
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

早
期
の
住
居
跡
は
、

縄
文
時
代
の
住
居
跡
は
、
直
径
四
、

た
て
あ
な

地
面
を
五

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
掘
り
下
げ
た
竪
穴

五
メ
ー
ト
ル
の
円
形
の
も
の
が
多
く
、

住
居
で
あ
る
。
住
居
跡
の
平
面
形
に
は
、
円
形

・
楕
円
形
及
び
方
形
の
三
種
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
柱
は
床
面
に
直
接
立
て
た
、
し、

わ
ゆ
る
掘
立
柱
で
あ
り
、
屋
根
は
草
ぶ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
炉
は
住
居
内
に
認
め
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
大
部
分
床

面
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
。

早
期
の
土
器
は
底
が
尖
っ
て
い
る
の
で
、
炉
に
突
き
刺
し
た
り
、
ま
わ
り
を
石
で
支
え
て
転
ば
な
い
よ
う
に
し
て
、
煮
炊
き
に
使

用
し
た
で
あ
ろ
う
。



第二章縄文時代

八戸市是川遺跡に復元された円形の竪穴住居
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東通村下－田代納屋B遺跡で確認された隅丸方形の竪穴住居跡（早期〉
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古

上
町
野
遺
跡
〈
遺
跡
番
号
6
〉

縄
文
時
代
の
遺
跡
は
、

一
般
に
現
在
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
河

考

川
流
域
か
ら

一
段
高
く
な
っ
た
台
地
の
縁
辺
部
に
確
認
さ
れ
る
が
、
七
戸

第二篇

町
の
遺
跡
も
ほ
と
ん
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
現
在
の
市
街
地
は
七
戸
川
が
蛇

行
し
て
い
た
地
域
で
あ
り
、
遺
跡
は
発
見
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
海
岸
か
ら

遠
い
た
め
貝
坂
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。

七
戸
町
で
最
も
古
い
上
町
野
遺
跡
は
、
七
戸
市
街
の
北
側
北
口
の
急
坂

西
側
の
台
地
に
あ
る
。

こ
の
遺
跡
か
ら
は
早
期
の
土
器
の
尖
底
部
破
片
が

出
土
し
て
い
る
。

第

三

節

目U

期

． 
中

期

前
期
は
紀
元
前
約
五

0
0
0年
前
か
ら
と
い
わ
れ
る
が
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

さ

く

た

や

ぐ

ら

て

ら

し

た

み

や
こ
た
い

作
田

・
矢
倉

・
寺
下

ω・
都
平

ωを
含
む
六
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
。

宅t'

辺、守二宮

尖底土器〈六ケ所村千歳ω遺跡出土〉
68 

主診

七
戸
町
で
は
遺
跡
の
数
が
急
に
増
加
し
て
く
る
。

こ
れ
ら
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
土
器
は
、

え
ん
と
う
ど
き

土
管
の
一
方
に
底
を
つ
け
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら

「
円
筒
土
器
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。



土
器
は
大
形
で
器
壁
は
厚
い
。
土
器
の
表
面
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
し
た
縄
目
の
文
様
が
つ
け
ら
れ
た
り
、
ま
た
粘
土
紐
に
よ

る
貼
り
付
け
も
行
な
わ
れ
豪
華
な
印
象
を
受
け
る
。

ふ
た
つ
も
り

天
間
林
村
二
ツ
森
貝
塚
は
こ
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
貝
塚
か
ら
は
縄
文
時
代
の
人
々
が
食
料
に
し
た
と
思
わ
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
動
物
の
骨
や
貝
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
次
に
列
記
し
て
み
よ
う
。

〈
貝
類
〉

サ
ル
ボ
ウ

・
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

・
ハ
マ
グ
リ

・
ア
カ
ガ
イ

・
ホ
タ
テ
ガ
イ

・
マ
ガ
キ

・
ア
サ
リ

・
オ
オ
ノ
ガ
イ

・
サ
ザ

エ
等
二
五
種

（
魚
類
〉

ボ
ラ

・
ス
ズ
キ

・
マ
ダ
イ

・
ク
ロ
ダ
イ

・
フ
グ

・
ヒ
ラ
メ

・
サ
メ

・
ウ
グ
イ

・
カ
サ
ゴ
以
上
九
種

（
哨
乳
動
物
〉
’

ニ
ホ
ン
ジ
カ

・
イ
ノ
シ
シ

・
ノ
ウ
サ
ギ

・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

・
イ
ヌ

・
タ
ヌ
キ

・
ク
ジ
ラ

・
ア
シ
カ

・
ム
サ
サ
ビ

以
上
九
種

（
鳥
類
〉

カ
ラ
ス

・
ハ
ク
チ
ョ
ウ

・
マ
ガ
ン

・
カ
モ

・
ヒ
メ
ウ

・
カ
イ
ツ
ブ
リ

・
キ
ジ
以
上
七
種

縄文時代

こ
れ
ら
の
中
で
は
、
も
う
本
県
で
は
棲
息
し
て
い
な
い
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
が
圧
倒
的
に
多
い
。

二
ツ
森
貝
塚
か
ら
は
発
見
さ
れ
な

か
っ
た
が
現
在
で
も
周
辺
の
川
に
遡
上
す
る
サ
ケ
や
マ
ス
も
重
要
な
食
料
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第二章

植
物
性
食
料
と
し
て
は
、

ク
リ

・
ク
ル
ミ

・
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
木
の
実
や
ヤ
マ
ノ
イ
モ

・
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
な
ど
イ
モ
類
が
考
え

お
よ
そ
食
料
に
で
き
る
も
の
は
な
ん
で
も
採
集
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

69 
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れ
る
。



古

こ

れ

か

わ

か

め

が

お

か

八
戸
市
是
川
遺
跡
や
木
造
町
危
ケ
岡
遺
跡
の
泥
炭
層
か
ら
は
、
炭

化
し
た
ク
ル
ミ

・
ク
リ
な
ど
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
保
存
食
料
と
し

考

て
貯
蔵
穴
に
貯
え
ら
れ
て
い
た
ま
ま
発
掘
さ
れ
る
例
も
あ
る
。

第二篇

動
物
を
狩
る
方
法
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
に
弓
矢
の
使
用

が
あ
る
。
大
形
の
動
物
に
は
矢
に
ト
リ
カ
ブ
ト
な
ど
の
毒
を
塗
っ
た

も
の
が
使
用
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
五
六
年
、
県
教
育
委

5
ず
ら
く
ぼ

員
会
が
発
掘
調
査
し
た
八
戸
市
鶏
窪
遺
跡
か
ら
は
明
ら
か
に
動
物
の

は
っ
ち
ゃ
ざ
わ

落
し
穴
と
思
わ
れ
る
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
六
ケ
所
村
発
茶
沢

70 

遺
跡
や
八
戸
市
長
七
谷
地
貝
塚
な
ど
で
発
見
さ
れ
て
い
る
多
く
の
滞
状
遺
構
も
狩
猟
の
た
め
の
落
し
穴
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

る。
石
皿
や
す
り
石
は
、
植
物
性
食
物
の
調
理
道
具
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

作
田
遺
跡
（
遺
跡
番
号
9
〉

今
か
ら
五

O
O
O年
以
上
前
の
人
々
が
住
ん
だ
場
所
で
あ
る
作
田
遺
跡
は
、

ー
ト
ル
の
台
地
南
斜
面
に
あ
り
現
在
は
山
林
で
あ
る
。

作
田
部
落
東
方
三

0
0メ
ー
ト
ル
、
標
高
約
三

O
メ

こ
の
南
斜
面
一
帯
は
遺
跡
と
し
て
の
立
地
条
件
が
よ
い
の
で
、
か
な
り
の
広

範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

長
い
間
、
山
林
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
破
壊
さ
れ
ず
昔
の
ま
ま



縄文時代第二章

残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

作田遺跡出土土器（前期〉

放
森

ω遺
跡
〈
遺
跡
番
号
付
）

じ

ら

ぽ

倉
岡
川
南
側
治
部
袋
部
落
東
方
約
三

0
0メ

ー
ト
ル
の
台
地
先
端
部
に
あ
る
。
現
在
、
長
芋

畑
と
し
て
耕
作
さ
れ
て
い
る
。
縄
文
時
代
前

期

・
晩
期
の
土
器
片
や
、
平
安
時
代
の
も
の
と

思
わ
れ
る
土
師
器
片
が
散
在
し
て
い
る
。

矢倉遺跡出土土器〈中期〉

矢
倉
遺
跡
（
遺
跡
番
号
凶
〉

和
田
部
落
南
西
、
和
田
川
に
か
か
る
橋
を
渡

っ
た
西
方
に
位
置
す
る
。
現
在
は
山
林
で
あ

る
。
七
戸
町
唯
一
の
縄
文
時
代
中
期
の
遺
跡
で

あ
る
。

7l 
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第

四
節

後

期

縄
文
時
代
後
期
に
な
る
と
土
器
は
、
そ
れ
ま
で
の
深
鉢
形
土
器
一
辺
倒
か
ら
、
寺
下

ω遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
よ
う
な
浅
鉢

・

台
付
浅
鉢

・
萱

・
注
口
土
器
等
多
種
多
様
と
な
り
、
今
日
み
ら
れ
る
器
種
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
時
期
に
作
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
日

常
の
容
器
と
し
て
は
使
わ
れ
ず
、
特
殊
な
儀
式
の
時
に
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
土
器
が
多
く
出
土
す
る
よ
う
に
な
る
。
縄
文
時
代
の

人
々
の
生
活
に
大
き
な
変
化
が
起
き
、
こ
の
時
期
に
生
活
が
複
雑
化
し
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
。

七
戸
町
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
縄
文
時
代
の
遺
跡
二

O
カ
所
の
う
ち
、
半
数
の
一

O

カ
所
が
こ
の
時
期
の
遺
跡
で
あ
る
。
土
器
の
文
様
に
は
、
表
面
を
き
れ
い
に
磨
い
た

後
、
竹
や
棒
で
線
を
引
い
た
い
わ
ゆ
る
沈
線
文
が
付
け
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。

後
期
以
後
、
生
活
が
複
雑
化
し
た
と
記
述
し
た
が
、
そ
の
ひ
と
つ
の
例
は
葬
制
で
あ

縄文時代

る
。
前
期
や
中
期
に
お
い
て
も
特
殊
な
状
態
で
出
土
す
る
深
鉢
形
土
器
も
あ
り
、
埋
葬

用
と
し
て
二
次
的
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
土
器
も
あ
る
。
し
か
し
、
後
期
に
な

第二章

る
と
明
ら
か
に
埋
葬
に
使
用
す
る
目
的
で
作
ら
れ
た
土
器
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

か
め
か
ん

六
ケ
所
村
原
々
種
農
場
で
発
見
さ
れ
た
饗
棺
に
は
二

O
才
前
後
の
女
性
の
骨
が
埋
葬

鉢形土器〈荒屋平出土〉
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上左の雪量械に獲事事主
れた頭骨の肉付復
元図

友六ケ所村原々種農
場遺跡出土の複線

下倉石村案飾的遺跡
人骨出土救況
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ゃ
く
し
ま
え

さ
れ
て
い
た
し
、
昭
和
四
六
年
、
農
作
業
中
偶
然
見
つ
か
っ
た
倉
石
村
薬
師
前
遺
跡
の
斐
棺
に
は
、

ぼ
完
全
な
形
で
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
人
骨
は
、

四

O
才
前
後
の
男
の
人
骨
が
ほ

死
亡
し
た
後
一
定
期
間
埋
葬
し
、
白
m

｛
同
化
し
た
こ
ろ
再
び
掘
り
起
こ
し
て
骨

だ
け
を
饗
棺
に
再
埋
葬
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
地
方
で
は
近
年
ま
で
土
葬
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
縄
文
人
の
大
部
分
は
土
葬
で
あ
り
、
特
殊
な
地
位
に
あ
る
ほ
ん
の
一
部
の

人
々
だ
け
が
斐
棺
に
再
埋
葬
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

縄
文
時
代
の
人
骨
は
、
ほ
ぼ
完
全
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
歯
の
一
本
し
か
残
っ
て
い
な
い
も
の
ま
で
含
め
る
と
、
県
内
だ
け

で
も
相
当
な
数
に
な
る
。
従
来
縄
文
人
は
、
日
本
人
の
祖
先
で
は
な
く
ア
イ
ヌ
人
の
祖
先
で
あ
る
と
考
え
た
人
も
あ
っ
た
。

し
か

し
、
こ
れ
ら
の
骨
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
比
較
研
究
し
た
結
果
、
現
在
で
は
我
々
日
本
人
の
直
接
の
祖
先
で
あ
る
と
す
る
考
え
方

が
一
般
的
で
あ
る
。

槻
ノ
木
沢
館
遺
跡
（
遺
跡
番
号
げ
〉

の
き
か
け

野
左
掛
部
落
北
方
一
五

0
0メ
ー
ト
ル
の
台
地
上
に
あ
り
、
現
状
は
山
林
及
び
畑
地
と
し
て
利

縄文時代

用
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
八
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
後
期
の
土
器
片
と
と
も
に
直
径
約
四
メ
I
ト

ル
と
一

・
三
メ
ー
ト
ル
の
二
重
の
円
を
描
く
よ
う
に
礁
が
配
石
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
祭
犯
に
閃

第二章，

係
す
る
場
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ム 0 . O・ 0、1
3依為、
<0.. ＼.人Nコ~ .o 
Q .. CJ・・0:・ v 

槻ノ木沢遺跡の配石遺構
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奥羽種畜牧場遺跡

銀南木遺跡
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寺
下

ω遺
跡
（
遺
跡
番
号
れ
〉

て
ら
し
た

寺
下
部
落
南
東
五

0
0メ
ー
ト
ル
の
水
田
が
遺
跡
で
あ
る
。
後
期
末
か
ら
晩
期
に
か
け
て
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
青
森
県
内

で
は
後
期
末
の
遺
跡
の
発
見
例
が
少
な
い
の
で
貴
重
な
遺
跡
と
い
え
る
。

奥
羽
種
畜
牧
場
遺
跡
（
遺
跡
番
号
お
〉

作
田
川
上
流
、
上
牧
場
の
浄
水
場
入
口
か
ら
西
方
一
二

0
0メ
ー
ト
ル
の
採
草
地
が
遺
跡
で
あ
る
。
草
地
造
成
の
た
め
ブ
ル
ド
l

ザ
ー
で
表
土
が
移
動
し
て
い
る
が
、
残
さ
れ
た
わ
ず
か
な
部
分
か
ら
造
物
を
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

南
斗
内

ω遺
跡
〈
遺
跡
番
号
お
〉

み
な
み
と
な
い

南
斗
内
部
落
の
西
側
一
帯
の
畑
が
遺
跡
で
あ
る
。

一
部
水
田
に
な
っ
て
い
る
所
も
あ
る
。
村
人
の
話
に
よ
る
と
、
農
作
業
が
機
械

化
さ
れ
る
ま
で
は
、
土
器
片
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
は
小
片
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

縄文時代

銀
南
木
造
跡
（
遺
跡
番
号
あ
〉

い
ち
ょ
う
の
き

銀
南
木
部
落
に
あ
る
天
然
記
念
物
イ
チ
ョ
ウ
の
大
木
か
ら
西
方
五

0
メ
ー
ト
ル
、

倉
岡
川
の
北
側
台
地
上
の
畑
が
遺
跡
で
あ
る
。

第二章

土
器
片
は
こ
の
畑
か
ら
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第

五

節

晩

期

晩
期
は
縄
文
時
代
の
最
後
を
か
ざ
る
時
期
で
あ
り
、
木
造
町
亀
ケ
岡
遺
跡
、
八
戸
市
是
川
遺
跡
で
代
表
さ
れ
る
危
ケ
岡
文
化
の
花

ど
う
じ

ゃ

ま

や

は

な

れ

も

り

七
戸
町
で
は
寺
下

ω・
道
地

ωω
・
山
屋

ω・
放
森

ωの
五
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

が
開
い
た
時
で
あ
る
。

後
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
い
ろ
い
ろ
な
土
器
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
精
製
土
器
と
粗
製
土
器
の
二
種
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

精
製
土
器
は
製
選
さ
れ
た
粘
土
を
用
い
、
簿
く
、
て
い
ね
い
に
作
ら
れ
て
い
る
。
文
様
も
い
ろ
い
ろ
工
夫
さ
れ
た
も
の
が
み
ら
れ

る
。
土
器
の
表
面
に
ベ
ン
ガ
ラ
が
塗
ら
れ
、
赤
色
を
呈
す
る
土
恭
も
か
な
り
な
比
率
を
占
め
て
い
る
。

ニ
0
0
0年
を
経
た
今
で
も
鮮

製
作
当
時
の
美
し
さ
は
目
を
見
張
る
程
で
あ

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

縄
文
時
代
は
一
部
民
術
に
支
配
さ
れ
た
社
会
で
あ

っ
た
と
も
い
わ
れ
る
が
、
精
製
土
器
は
そ
の
よ
う
な
晴
の
儀
式
の
た
め
に
作
ら

や
か
な
色
を
保
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、

れ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

縄文時伐

粗
製
土
器
に
は
深
鉢
形
を
し
た
も
の
が
多
く
、
日
常
の
汁
器
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

土
器
表
面
に
は
縄
目
の
文
様
が

つ
け
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
口
縁
近
く
に
、
横
に
数
本
の
沈
線
が
引
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
煮
炊
き
の
際
ふ
き
こ
ぼ
れ
た
汁
の

第二章

炭
化
物
が
付
骨折
し
て
い
る
土
器
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。

し
や
こ
う
き
ど
ぐ
う

山
屋

ω巡
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
遮
光
器
土
偶
（
口

79 

縄
文
時
代
は
児
術
に
支
配
さ
れ
た
社
会
で
あ

っ
た
と
記
述
し
た
が
、



古

絵
カ
ラ
l
写
真
〉
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
土
偶
は
昭
和
五
二
年

四
月
、
土
地
所
有
者
で
あ
る
和
田
昇
一
が
農
作
業
中
、
他
の
鉢
形
土
器
や
壷
形
土

考

器
と
一
諸
に
偶
然
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
腰
か
ら
下
部
の
破
片
は
一
片
も
な

第二篇

か
っ
た
が
、
残
存
す
る
部
分
の
高
さ
は
約
二
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
そ
れ

か
ら
推
定
す
る
と
当
初
の
高
さ
は
四

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
も
の
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
完
全
な
形
で
発
見
さ
れ
た
な
ら
ば
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
亀
ケ
岡
遺
跡
出
土
の
土
偶
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
る
。

土
偶
は
完
全
な
形
で
出
土
す
る
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
で
あ
り
、
こ
の
土
偶
の
よ

う
に
体
の
一
部
を
欠
い
て
発
見
さ
れ
る
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。
ま
た
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
ベ
ン
ガ
ラ
を
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
そ
の
異
様
な
形
状
か
ら
、
生
産
や
豊

儀
を
祈
る
地
母
神
崇
拝
の
た
め
の
像
で
あ
る
と
す
る
説
や
、
死
者
へ
の
副
葬
品
、

80 

頭部と両足を欠く土偶〈荒屋平出土〉

あ
る
い
は
身
体
の
一
部
を
負
傷
し
た
時
、
土
偶
の
一
部
を
打
ち
欠
い
て
身
代
り
に
す
る
説
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
日
常
使
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
特
殊
な
場
面
に
だ
け
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
縄
文
人
の
精

神
生
活
の
一
端
を
今
日
に
伝
え
て
く
れ
る
貴
重
な
造
物
と
い
え
よ
う
。

縄
文
時
代
の
人
々
の
衣
類
は
、
そ
の
材
質
が
腐
食
し
や
す
い
た
め
、
直
接
裏
づ
け
る
出
土
資
料
が
殆
ん
ど
な
く
、
正
確
に
記
述
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
、
気
候
は
現
在
と
そ
れ
程
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
方
の
寒
さ
を
凌
ぐ
に
は
ど
う
し
て
も



防
寒
用
の
衣
服
を
身
に
つ
け
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

動
物
の
皮
に
孔
を
開
け
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
石
錐
、
縫
物
用
の
骨
針
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
や
、
土
器
に
つ

け
ら
れ
た
縄
目
の
文
様
か
ら
推
測
し
て
、
縄
あ
る
い
は
紐
が
一
般
に
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
土
偶
の
中
に
は

い
ず
み
や
ま

パ
ン
ツ
を
は
い
た
よ
う
な
も
の
が
あ
る
し、

三
戸
町
泉
山
遺
跡
か
ら
は
編
物
痕
の
よ
う
な
粘
土
残
片
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら

は
、
縄
文
人
が
動
物
の
皮
や
植
物
性
の
繊
維
を
利
用
し
た
衣
服
を
身
に
つ
け
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

道
地

ω遺
跡
（
遺
跡
番
号
勾
〉

道
地
部
落
西
方
に
続
く
畑
地
が
遺
跡
で
あ
る
が
、

こ
の
場
所
は
古
く
か
ら
寺
屋
敷
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

長
い
も
栽
培
の
た
め
深
く
ト
レ
ン
チ
ヤ
ー
を
か
け
ら
れ
た
所
も
あ
り
、
多
数
の
土
器
片
や
、
す
り
石

・
石
片
が
畑
表
面
に
散
布
し

て
い
る
。

山
屋

ω遺
跡
（
遺
跡
番
号
お
）

縄文時代

山
屋
部
落
西
南
の
畑
が
遺
跡
で
あ
る
。

一
部
は
り
ん
ご
園
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
大
土
偶
の
出
土
し
た
遺
跡
で
あ
り
、

完
形
の
土
器
も
多
数
出
土
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
非
実
用
的
な
小
形
の
注
口
土
器
や
、
赤
く
ベ
ン
ガ
ラ
の
塗
ら
れ
た
皿
形
土
器
の
破

第二章

片
も
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
遺
跡
は
亀
ケ
岡
遺
跡
や
是
川
遺
跡
と
同
様
、
特
殊
な
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
こ
か
ら
は
後
期
の
造
物
も
出
土
し
て
お
り
、
後
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
営
ま
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
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土
を
耕
し
て
作
物
を
栽
培
す
る
農
耕
技
術
は
、
弥
生
時
代
に
な
っ
て
大
陸
か
ら
伝
来
し
た
も
の
で
あ
り
、
縄
文
時
代
に
は
農
耕
が

な
か
っ
た
と
い
う
説
が
今
日
ま
で
一
般
的
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
現
在
の
よ
う
な
農
耕
文
化
は
弥
生
時
代
以
降
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
あ
の
危
ケ
岡
文
化
を
支
え
た
人
々
が
食
料
の
す
べ
て
を
狩
猟

・
漁
労

・
採
集
と
い
う
自
然
ま
か
せ

で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

原
始
的
な
畑
作
農
業
は
縄
文
時
代
に
も
す
で
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
。

第

三
章

ん
小
寸
ド
円
J

生

時

代

縄
文
文
化
が
よ
う
や
く
衰
退
に
む
か
っ
て
い
た
紀
元
前
三
世
紀
ご
ろ
、
大
陸
か
ら
北
九
州
に
新
し
い
文
化
が
伝
揺
し
、
弥
生
時
代

に
移
行
す
る
。

こ
の
弥
生
文
化
は
稲
作
栽
培

・
機
織

・
金
属
器
の
使
用
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
次
第
に
関
東
か
ら
東
北
地
方

本
州
北
端
に
位
置
す
る
本
県
に
伝
播
し
た
の
は
紀
元
前
後
頃
と
恩
わ
れ
て
い
る
。

た
れ
ゃ
な
管

木
県
の
弥
生
文
化
研
究
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
田
舎
館
村
垂
柳
遺
跡
で
あ
る
。

へ
と
広
が
っ
て
き
て
、

こ
の
遺
跡
か
ら
は
昭
和
コ
二
年
か
ら
三
三
年
に
か

弥生時代

け
て
多
量
の
田
舎
館
式
土
器
が
発
見
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
籾
痕
の
つ
い
た
土
器
が
含
ま
れ
て
い
た
の
を
は
じ
め
、
焼
米
も
検
出
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
東
北
大
学
伊
東
信
雄
は
当
時
す
で
に
青
森
県
に
お
い
て
も
稲
作
栽
培
が
行
わ
れ
た
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。

第三章

二

O
O
O年
も
以
前
に
稲
作
が
行
わ
れ
た
と
す
る
説
に
対
し
て
、

し
か
し
、
今
日
で
も
冷
害
が
時
々
お
こ
る
東
北
北
部
で
、

旨－
z
－

中
I
ふ
J

ち
に
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
人
も
多
か
っ
た
。
機
織
や
金
属
器
の
使
用
は
認
め
る
と
し
て
も
稲
作
栽
培
は
認
め
が
た
い
と

83 
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し
、
全
面
的
に
弥
生
文
化
を
受
け
入
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
続
縄
文
文
化
と
呼

ぶ
べ
き
だ
と
い
う
説
も
唱
え
ら
れ
て
き
た
。

考

た
ま
た
ま
、
昭
和
五
六
年
一
一
月
、
県
教
育
委
員
会
が
こ
の
垂
柳
遺
跡
を
試
掘

第二篇

調
査
し
た
際
、
弥
生
時
代
の
水
田
跡
が
確
認
さ
れ
た
た
め
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
決
定
的
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
二

O
O
O年
前
に
今

日
の
ご
と
く
、
い
た
る
所
で
稲
作
が
栽
培
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
気
候
条
件

も
よ
く
、
ま
た
水
利
の
便
も
よ
い
、
ご
く
一
部
の
地
域
に
限
ら
れ
て
い
た
と
考
え

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

せ
の

弥
生
時
代
の
住
居
跡
は
、
脇
野
沢
村
瀬
野
で
一
軒
調
査
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
平
面
形
は
ほ
ぼ
円
形
を
呈
し
て
お
り
、
縄
文
時
代
に
よ
く
み
ら
れ
る
竪

84 

十和田市出土弥生式土器

穴
住
居
と
そ
れ
程
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。
食
生
活
に
お
い
て
は
稲
作
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
収
穫
量
は
多
か
っ
た
と
は
考

え
ら
れ
ず
、
縄
文
時
代
と
同
様
、
狩
猟

・
漁
労

・
植
物
採
集
に
た
よ
る
方
が
多
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ど
こ
う
ぽ
か
め
か
ん
ぽ

ま
た
、
葬
制
の
面
で
も
や
は
り
縄
文
時
代
の
そ
れ
と
同
様
土
墳
墓
と
樹
党
棺
墓
が
知
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
、
同
じ
墓
域
内
に
あ
っ
て

も
副
葬
品
の
質
や
量
に
差
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
階
級
社
会
に
進
ん
で
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

本
県
弥
生
文
化
時
代
の
土
器
の
特
徴
は
沈
線
が
鋸
歯
状
に
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
縄
文
時
代
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
縄
文

も
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
西
日
本
の
弥
生
式
土
器
と
比
較
す
る
と
大
き
な
差
が
認
め
ら
れ
る
。



七
戸
町
か
ら
は
弥
生
文
化
の
遺
物
を
出
土
す
る
遺
跡
は
ま
だ
確
認
さ
れ
な
い
が
、
十
和
田
市
や
六
ケ
所
村
で
は
発
見
さ
れ
て
い

る
。
縄
文
時
代
の
遺
跡
は
二

O
カ
所
も
あ
り
、

ず
や
発
見
さ
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
古
代
の
遺
跡
も
相
当
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
今
後
調
査
が
進
む
に
つ
れ
て
必

た
だ
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
遺
跡
に
放
森

ωが
あ
る
。

こ
の
遺
跡
か
ら
は
表
面
採
集
資
料
で
あ
る
が
、
北
海
道
の
続

縄
文
文
化
の
影
響
を
受
け
た
と
い
わ
れ
る
土
器
片
が
出
土
し
て
い
る
。

以
降
の
造
物
と
考
え
ら
れ
る
。

弥生時代第三章

細
片
の
た
め
詳
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
弥
生
時
代
末

田舎館村出土籾痕のある土器

第
四
章

古

代

中

世

七
戸
町
に
は
以
上
述
べ
た
先
史
時
代
の
遺
跡
の
ほ
か
に
、
古
代
あ
る
い
は
中
世
の
遺

跡
も
相
当
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。
古
代
の
遺
跡
に
は
竪
穴
住
居
跡
と
思
わ
れ
る
落
ち
込

は

じ

き

そ
う
い
う
場
所
に
は
土
師
器
や

み
が
ま
だ
地
表
面
か
ら
観
察
で
き
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

す

え

き

須
恵
器
が
散
布
し
て
い
る
。

裁
あ
る
い
は
館
と
し
て
今
に
残
さ
れ
て
い
る
。

お
お
い
け

七
戸
城
や
大
池

中
世
の
遺
跡
は
、

み
り
ま
ち

館

・
見
町
館
な
ど
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。
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古

融惨

考第二篇

,, 
司事

荒
熊
内
遺
跡
（
遺
跡
番
号
2
〉

あ
ら
く
ま
な
い

荒
熊
内
開
拓
部
落
北
西
七

0
0
メ
ー
ト
ル
、

86 

七
戸
町
と
天
間
林
村
鳥

谷
部
と
の
境
界
地
獄
沢
に
面
す
る
一
帯
が
古
代
の
人
々
が
生
活
し
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
は
道
路
東
側
の
山
林
に
、
当
時
の
住
居
と
推

定
さ
れ
る
落
ち
込
み
が
一
基
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
周
辺
の

畑
地
内
に
は
多
く
の
落
ち
込
み
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

放森（3）遺跡出土土器

な
お
、
遺
跡
内
に
は
現
出
部
分
が
一

・
五
メ
ー
ト
ル
位
の
巨
大
な
磯

が
あ
る
。
こ
の
礁
は
そ
の
昔
、
鬼
が
八
幡
岳
か
ら
小
川
原
湖
め
が
け
て

投
げ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
誰
か
が
邪
魔
を
し
て
袖
を
引
っ
ぱ
っ
た
た

め
、
中
聞
に
落
ち
た
も
の
だ
と
い
う
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
。

と
が
り
い
し
さ
ま

長
野
県
に
も
同
様
の
礁
が
尖
石
様
と
し
て
、
原
始
時
代
か
ら
信
仰
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
荒
熊
内
で
は
礁
の
そ
ば
に
小

ほ
と
ら

さ
な
桐
が
建
て
ら
れ
て
山
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

十
三
杜
平
遺
跡
（
遺
跡
番
号
3
〉

七
戸
市
内
か
ら
天
間
林
村
花
松
に
行
く
道
路
が
南
部
縦
貫
鉄
道
の
踏



切
り
を
越
え
、
約
五

0
0メ
ー
ト
ル
行
っ
た
北
側
が
遺
跡
で
あ
る
。
畑
や
山
林
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
竪
穴
住
居
跡
と
思
わ

じ

ゅ

う

き

ん

も

り

た

い

ひ

ざ

も

り

こ
の
地
域
で
は
、
十
三
社
平
遺
跡
南
方
の
膝
森

ωや
膝
森

ω遺
跡
で
も
同
様
の
落
ち
込
み
が

れ
る
落
ち
込
み
を
三
基
確
認
で
き
る
。

数
基
確
認
さ
れ
て
お
り
、
開
墾
さ
れ
る
前
は
多
く
の
落
ち
込
み
が
残
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

大
林
遺
跡
（
遺
跡
番
号
8
）

七
戸
町
南
方
、
大
林
川
北
側
の
台
地
が
遺
跡
で
あ
る
。
現
在
大
部
分
が
七
戸
高
等
学
校
の
農
場
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

す
な
こ
だ
ひ
や
っ
け
つ

近
く
に
住
む
人
々
は
「
砂
子
田
百
穴
」
と
称
し
て
お
り
、
竪
穴
住
居
跡
と
思
わ
れ
る
落
ち
込

有
地
と
し
て
畑
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

一
部
は
民

み
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
る
が
、
す
べ
て
開
墾
さ
れ
て
し
ま
い
現
在
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
土
師
器
片
及
び
鉄

浮
が
出
土
し
て
い
る
。

弥生時代第三章
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第二篇考 古

奥羽種畜牧場遺跡出土土器 （後期）

銀南木遺跡出土土雲寺 （後期）

山鹿(2）遺跡出土土暴 く後期〉

88 



第三章弥生時代

寺下（2）遺跡出土土器〈後期〉

89 



第二篇考 古

寺下（2）遺跡出土土器〈後期・晩期〉
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第三章弥生時代

荒屋平出土土器〈後期 ・晩期〉

91 



（ベンガラを塗った）
鉢形土器口縁部／

（石皿）

チゅ

山屋（2）遺跡出土遺物（晩期〉

第二筋考 古

,,, 

92 



U宇宙川相位制川線
("t') 
o、



第二篇考 古

清水頭遺跡

槻ノ木館跡

94 



第三章弥生時代

大林遺跡出土遺物〈土師器、鉄棒〉

発掘前の山館遺跡

95 



第二篇考 肯

1 

3 

1～ 3 
商槻ノ木遺跡出土遺物

6 

5 

4～ 5 清水頭遺跡出土遺物 6 大池館跡出土遺物
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参
考
引
用
文
献

村

越

潔

・
小
片
保
『
青
森
県
二
ツ
森
貝
塚
発
掘
調
査
概
要
』
昭
和
三
七
年
青
森
県
教
育
委
員
会

山
内
清
男

・
佐
藤
達
夫
下
北
の
無
土
器
文
化
l
上
宵
森
県
上
北
郡
東
北
町
長
者
久
保
遺
跡
発
掘
報
告
『
下
北
』
昭
和
四
二
年

村

越

潔

・
他

大

森

勝

山

遺

跡

『
岩
木
山
』
昭
和
四
三
年
岩
木
山
刊
行
会

小

片

保

・
森
本
岩
太
郎

・
江
坂
輝
弥
『
青
森
県
表
館
発
見
の
縄
文
文
化
初
頭
の
翠
棺
と
人
骨
』
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
ぬ

ω

年

須

藤

隆

土

器

組

成

論

『

考

古

学

研

究

』

第

一

九

巻

四

号

昭

和

四

八

年

青
森
県
立
郷
土
館
『
小
田
野
沢
l
下
田
代
納
屋
B
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
昭
和
五
一
年

青
森
県
教
育
委
員
会
『
泉
山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
在
』
昭
和
五
一
年

鈴
木
克
彦
青
森
県
出
土
の
中
世
陶
器
二
例
『
考
古
風
土
記
』
創
刊
号
昭
和
五
一
年

七
戸
町
教
育
委
員
会
『
山
館
遺
跡
（
経
塚
）
発
据
調
査
報
告
書
』
昭
和
五
二
年

村

越

潔

『

縄

文

時

代

の

人

と

生

活

』

昭

和

五

二

年

岩
本
義
雄

・
天
間
勝
也

・
三
宅
徹
也
『
大
昔
の
ふ
る
さ
と
』
昭
和
五
二
年
東
奥
田
報
社

青
森
県
教
育
委
員
会
青
森
県
遺
跡
地
名
表
昭
和
五
三
年

青
森
県
立
郷
土
館
『
大
平
山
元

i
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
昭
和
五
四
年

青

森

県

立

郷

土

館

『

宇

鉄

日
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
告
』
昭
和
五
四
年

青
森
県
教
育
委
員
会
『
長
七
谷
地
貝
塚
』
昭
和
五
五
年

天

間

林

村

『

天

間

林

村

史

』

昭

和

五

六

年

東
奥
日
報
他
各
新
開
八
戸
市
鴨
平

ω遺
跡
か
ら
爪
形
文
土
器
が
出
土
し
た
こ
と
及
び
八
戸
市
鶏
窪
遺
跡
か
ら
落
し
穴
と
思
わ
れ
る
遺
構

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
掲
載
。
〈
昭
和
五
六
年
一
一
月
二

O
日
付
〉

弥生時代第三章

九
学
会
編

昭
和
四
六
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